
 

 

 

大津波被害、原発被害をニュースで見るたび心が痛みます。まごの手としても皆様に義援金等のご支援をお願いしたいと思

います。義援金はNPO法人市民福祉団体全国協議会と認定NPO法人とちぎﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾈｯﾄﾜｰｸを通して被災者の方にお送り致します。 

佐野でもずいぶんと振れました。棚から物が落ちたり、食器がわれたり、壁がはがれた、瓦がくずれた等の声も聞きます。

まだ余震もあり不安でしょうが、気をしっかりもって下さい。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
利用会員 160 
賛助会員 50 
法人団体  3 
活動会員 24 
H23.3.15 現在 

 

 

安心して暮らしていける地域社会づくりを柱に活動して来たこの１０年のまごの手の活動から、私達は１歩踏み込んで

「孤立」しない人と人とのきずなを作って行く為の｢居場所｣を作る必要性を感じて来ました。その居場所作りの準備をこの

９ヵ月かけてすすめてくる中、力を１つにする為に、事務所と居場所を１つの建物にしようとその準備を進めています。 

 

 

小中町の事務所を新吉水町の「ふれあいハウスたんとんとん」と言う居場所の方へ移転しようと思っています（７月頃の

予定）。それは利用者の篠崎さんのご協力で家を貸して頂いたからです。 

活動の力を一つにする為です。場所が一つになる事は大きな意味があります。『常に誰かが居る所に「ふれあいハウスた

んとんとん」がある。常に居場所を利用できる。いつでも来れる場所に成ると言う事です』から。（昼間9：00～17：00月～金） 

まごの手につながる人すべての力をかりて『自分達が利用しやすい自分達がほっと安心できる』そんな居場所作りに皆さ

んのお力をお貸し下さい！自分達の心の家を作りましょう。 

 

 

 

皆様に安心して居場所に来ていただく為には、リホーム

をしなければなりません、それに伴い４７０万円位のお金

が必要になります。 

銀行にもお借りします。寄付を３０万や１０万として下さ

った方、利用料金のおつりを寄付して下さる方、利息なし

でお金を貸して下さる方、格安で家を貸して下さった方、

ボランティアで居場所作りを手伝って下さっている方、知

恵・人脈を貸して下さる方、さまざまな方のご協力があっ

て進んでいる居場所作りであり、事務所移転です。皆様ご

協力をよろしくお願いいたします。 

NPO 法人まごの手 理事長 小暮悦子 

          活動会員一同 

 
 
 

 

この助成金の主旨を踏まえ、今後も安心して暮

らせる社会づくりの為地道な活動に精進していき

ます。 

「ひとりはみんなのために、皆は一人の為に！」

をモットーにふれあいや繋がりを大切にした活動

をより一層心がけてまいります。 

 

 

 

H23 年 2 月 19 日公益財団法人あしたの 

日本を創る協会主催の表彰式が東京都 

北区にて開催されました。まごの手は 

｢振興奨励賞｣を頂きました。 

当日は活動会員 3 名が参加し、様々な団体の生き生きとした地域活動を垣間

見てまいりました。この体験を今後の活動に役立てていきたいと思います。 

5 月 29 日（日）10 時～ 佐野市市民活動センターにて「平成 23 年度総会」開催いたします 



 

     昨年 9月から毎週金曜日 新吉水町にて、おためし ふれあい居場所「ふれあいハウス たんとんとん」を 

開いて来ました。3/11日でのべ２７２名の方が利用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月に新事務所が入る予定の「ふれあいハウスたんとんとん」の場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

● ギター演奏  ●ふれあい体操 

 

● 朗読     ●リコーダー演奏 

 

● 大正琴に合わせて唄おう 

 

● 将棋・囲碁は毎週 開きます 

（午後 1：30～3：00） 

● 希望者にはお弁当も･･･ 

 

 

 

   昨今私の思うこと〔干口発言〕  
政治の貧困、政治は公僕であるべきです。確固たる理念広いい
視野をもって政治を行うべきです。党利党略私利私欲に走って
情けない。ぜひ気骨のある政治家を出すべく私たちもがんばら
なくてはならないと思います。主権在民である私たちは政治の
傍観者であってはならないと思います。とりわけ子供と女性、
お年寄り達が幸せになるように政治家は軸足を置くべきです
（人生の春よ早く来い）  文責：豊島 〔倉林・岩月・豊島〕 
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参加している方の声 
○ 何年かぶりで みんなとお弁当を食べた 

○ 久しぶりに歌も唄えた 

○ 家では一人なので、話ができるのがうれしい 

○ お弁当もおいしい 

○ 企画も楽しく行くのが楽しみ 

○ ボランティア（お助け隊）で参加していますが、私自

身元気をもらっています。週一度行くのが楽しく日課

になりました 

 誰かと話をしたい、一緒に過ごしたい、 

ゆっくりのんびりしたい！という方 

お待ちしています！ 

 

○ 参加料 ２００円 

○ 開館日時：毎週金曜日 

       午前１０時～午後３時 

○ お問い合わせは まごの手まで 

 

皆様のご協力を！ 

｢まごの手｣を資金面で支えてくれる 

『賛助会員』（１口３千円・法人団体は１口１万円）や

ご寄付のご協力をお願いします。 

 

２２年度の法人団体様 

○ ホテルサンルート佐野様 ○岩澤自動車㈱様 

○ 田村税理士社会保険労務士合同事務所様 


